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村のようす

数

日
帯

・男

女

世

人

る。

阿
弥
陀
ゴ
一
尊
来
迎
碑

こ
の
種
の
塔
姿
の
こ
と
を
通

い
た

ぴ

称
、
板
碑
と
呼
ん
で
い
る
。

板
碑
は
鎌
倉
時
代
ハ
十
三
世

紀
/
十
四
世
紀
〉
に
建
て
ら
れ

た
独
特
の
、供
養
塔
で
、
当
時
の

人
々
が
、
現
世
の
苦
し
み
か
ら

の
が
れ
、
そ
し
て
、
来
世
の
幸

せ
を
祈
願
し
て
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
仏
像
を
浮
彫
り

に
し
た
も
の
は
数
も
少
な
く
貴

重
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い

北

須

釜

字

仁

戸

内

北
須
釜
字
仁
戸
内
地
内
に
阿

弥
陀
三
尊
来
迎
碑
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。

地
元
の
信
迎
厚
い
人
た
ち
の

行
き
届
い
だ
保
存
が
行
わ
れ
て

お
り
、
今
な
お
変
ら
ぬ
尊
厳
を

残
ん
て
い
る
。

高
さ
、
七
十
五
糎
、
巾
、
中

，頃
で
四
十
二
糎
の
石
の
面
に
阿

弥
陀
、
観
世
音
、
勢
至
、
一
ニ
菩

薩
の
姿
が
精
巧
に
浮
彫
り
に
さ

れ
た
見
事
な
供
養
塔
姿
で
あ

る。
北
須
釜
に
は
、
こ
の
外
に
も

焚
字
を
刻
ん
だ
多
く
の
板
碑
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
見
か
け
ら

れ
、
こ
の
当
時
こ
の
辺
り
一
帯

が
非
常
に
隆
盛
を
き
わ
め
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
、
文
化
財

を
守
り
続
け
て
来
た
地
元
関
係

者
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
た

Y
V
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昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会

計
、
国
保
特
別
会
計
、
広
域
簡

易
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
九

月
の
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
@歳
入
の
総
額
は
十
億
五
千
八

百
万
円
で
昭
和
五
十
一
年
度
に

比
較
し
て
、
五
Mm
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

…
依
然
と
し
て
、
国
、
、
県
花
依

存
す
る
財
源
は
七
七
、
七
Mm
と

高
い
数
字
を
示
し
て
窟
り
ま
す
。

歳
出
額
は
、
十
億
三
千
四
百

万
円
に
な
り
、
昭
和
五
十
一
年

度
に
比
較
し
て
七
Mm
の
伸
び
と

な
り
、
衛
生
費
に
お
い
て
、
一
一
、

五
Mm
公
債
費
で
、
一
、
六
Mm
土
木

費
、
一
、
二
Mm
農
業
水
産
業
費
で

一
路
と
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
で
す
が

伸
び
を
晃
せ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

昭
和
五
十
一
年
度
と
比
較
し
て
、

歳
入
で
、
一
七
Mm
、
歳
出
で
、

一
五
銘
の
伸
び
を
見
せ
ま
し
た
。

一
世
帯
当
り
の
保
険
税
は
七

一
・
=
二
九
円
で
、
五
十
一
年

度
よ
り
、
一
六
、
六
八
九
円
増

え
、
医
療
費
で
は
、
二
四
五
、

七
二
三
円
と
な
り
、
三
五
、
六

一
四
円
も
増
え
ま
し
た
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入

世
帯
は
一

O
一
戸
で
一
世
菩

当
り
、
四
、
二
人
と
な
り
ま
す
。

会計
歳入歳出差引残額， ，2 3，7 1 7，2 8 4円

般
歳出額1，03 4，4 5 0，8 5 0円
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千
万
円
)
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歳入額 1，058，168，134円

村税

12.0 % 

その他圏県支出金地方交付税村税

前年震対比

長函本年度
前年度

211 ，852，229円

諸支出金

公課費
農林水産業費

16.1 % 

20 15 10 5 

災害復旧費

土木費

商工費

農林
水産業費

総務費

16.3 )ぢ
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二
ニ
、
八
七
回

保険給付費
210，604守う
92.1 % 

保健施設費その他

6，693 FIJ 2.9% 

計

247，0 14，875円

2 ，2 8j7 4 6，7;7 5円

収入支1出差引残額 18，268，100丹

昭和53年 10月1日

ム
玄保国

収入額

支出額

3 

二
回
、
七
。
一

一
九
、
八
六

O

一
二
、

O
九
O

五
、
五
一
七

一
七
、
九
三
二

国民健康保険特別会計決算額の推移

一
=
一
、
五
六
九

一
五
、
-
一
一

八
、
九
三
八

一O
、
三
七
七

広域簡易水道事業会計
732，145円

八
、
一
一
、
四
一
m
m……波…将校総…山・

九
、
四
三
六

六
、
六
一
八
窓
怒
滋
日
怒
怒
一
い
.
山
h

…
e

山川悦捺…一川郎午終一山以》奴.山小山…小以.川以七お絞一川川νY1
山

υ以以総一
N引応.いh…川

…
 

七宍、五四

O
五
、
九
五

六
、
八
四
四

日目
出入

26.0 0 0 
25，000 
24.000 
23，000 
22.000 
2LOOO 
20.0 0 0 
19.000 
18.000 
17，000 
16.000 
15.000 
14.000 
13，000 
12，000 
11，000 
10.000 
9.000 
8.000 
7，000 
6.000 
5，000 
4，000 
3，000 
2.000 

(単位万円)1，0()O 

i 年円

収
反
一
支

47，4 01，5 7 2円

47，8 81，6 8 2円

ム 48，0，110‘円

(当年度欠損金)

収入額

支出額

収入支出差引残額

員長広域簡易水道事業会計の決算で、は480.110円の赤字となり、
累績赤字は 18，780，537円となりました。
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九
月
定
例
議
会
は
九
月
二
十
日
開
か
れ
三
日
間
の

会
期
で
行
な
わ
れ
一
般
質
問
に
続
い
て
提
出
議
案
九

件
、
慎
重
審
議
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
村
道
路
線
の
廃
道
に
つ
い
て

起
点
は
大
字
岩
法
寺
字
竹
ノ
内
、
終

点
大
字
北
須
釜
字
鍋
田
ま
で
、
廃
道
延

長
二
、
一
七
七
メ
ー
ト
ル

。
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

今
回
の
補
正
は
三
千
六
十
・
一
万
五
千

円
を
追
加
し
、
総
額
十
一
億
一
千
元
百

六
十
五
万
一
千
円
と
な
っ
た
、
主
な
も

の
は
歳
入
で
村
税
三
百
九
十
万
〈
減
V

、

地
方
交
付
税
一
千
四
百
二
十
四
万
五
千

円
、
分
担
金
及
び
負
担
金
四
百
八
十
三

万
四
千
円
、
国
庫
支
出
金
百
四
十
一
万

四
千
円
、
県
支
出
金
田
百
二
万
二
千

円
、
繰
越
金
一
千
万
円
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
総
務
費
二
百
十
万
八
千
円
、
民

生
費
吉
田
十
五
万
三
千
円
、
衛
生
費
八

十
七
万
五
千
円
、
農
林
水
産
業
費
一
千

四
十
四
万
一
千
円
、
土
木
費
七
百
六
十

四
万
円
、
消
防
費
六
百
十
八
万
六
千

円
、
教
育
費
百
二
十
六
万
八
千
円
、
災

害
復
旧
費
、
百
五
十
一
万
九
千
円
、
予

備
費
八
十
七
万
五
千
円
(
減
〉

。
昭
和
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特

加
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

今
凶
の
補
正
は
、
二
十
六
万

wx千
円

を
追
加
し
総
額
二
億
八
千
二
百
七
十
三

万
八
千
円
と
な
っ
た
、
主
な
も
の
は
議

入
で
、
国
民
健
康
保
険
税
一
千
四
百
万

円
(
減
〉
、
繰
越
金
一
千
四
百
二
十
六
万

七
千
円
、
歳
出
で
総
務
費
一
ニ
万
円
、
保

険
給
付
費
十
六
万
七
千
円
、
諾
支
出
金

七
万
円

。
昭
和
五
十
二
年
度
玉
川
村
一
般
会
計

決
算
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

歳
入
総
額
十
億
五
千
八
百
十
六
万
八

千
百
三
十
四
円
、
歳
出
総
額
十
億
三
千

四
百
四
十
五
万
八
百
五
十
円
、
歳
入
歳

出
差
引
残
額
二
千
三
吉
七
十
一
万
七
千

二
百
八
十
四
円

。
昭
和
五
十
ニ
年
度
玉
川
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
承
認
を
求
め
る

件
に
つ
い
て

歳
入
総
額
二
億
四
千
七
百
一
万
四
千

八
百
七
十
五
円
、
歳
出
総
額
二
億
二
千

八
百
七
十
四
万
六
千
七
百
七
十
五
円
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
一
千
八
百
二
十
六

万
八
千
百
円

。
つ水昭
い道和
て事五
業十
決ニ
算年
承度
認玉
を ]11
求村
め広
る域
件衝
に易

収
入
総
額
四
千
百
六
十
六
万
九
千
四

冨
ニ
十
七
円
、
支
出
総
額
四
千
二
百
十

四
万
九
千
五
百
三
十
七
円
、
差
引
残
額

四
十
八
万
百
十
円
〈
欠
損
額
〉

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
向

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
委
員
、
石
森
藤
義
氏
の
後
任
と

し
て
、
大
字
古
字
杉
内
十
九
番
地
、
須

釜
信
好
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
全
員
一

致
で
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

。
つ選固
い任定
てに資
つ産
き評
同価
意審
を査
求委
め員
る会
こ委
と員
にの

次
の
二
名
を
全
員
一
致
問
怠
い
た
し

ま
し
た
。

大
字
中
字
天
神
六
十
六
番
地

角

田

栄

治

大
字
北
須
釜
字
遠
舘
石
一
二
九
番
地

塩

沢

政

与

。
意
見
書
の
決
議
に
つ
い
て

老
齢
者
匿
療
保
障
制
度
の
抜
本
改
革

に
関
す
る
意
見
書
を
決
議
し
関
係
行
政

庁
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

つ
進
学
融
資
制
度
な
ど
新
設
J

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
制
度

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
制
度
に
、
新

し
く
「
財
形
基
金
制
度
」
と
「
財
形
進

学
融
資
制
度
」
の
二
つ
が
加
わ
り
、
十

月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
財
形
基
金
制
度
」
は
事
業
主
の
援

助
制
度
を
さ
ら
に
一
層
普
及
さ
せ
る
も

の
と
し
て
、
ま
た
「
財
形
進
学
融
資
制

度
」
は
還
元
融
資
と
し
て
新
設
す
る
も

の
で
す
。

こ
の

つ
の
制
度
の
内
容
は
、

財
形
基
金
制
度

マ
イ
ホ
ー
ム
を
夢
み
る
勤
労
者
た
ち

の
努
力
で
、
財
形
貯
蓄
は
急
速
に
伸
び

て
い
ま
す
が
、
一
方
事
業
主
の
援
助
制

度
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
実
情
で

す。
そ
こ
で
、
事
業
主
に
対
す
る
援
助
制

度
と
し
て
、
各
企
業
ご
と
に
「
財
形
基

金
」
が
設
立
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
基
金
に
必
要
な
資
金
は
全
額
事

業
主
が
負
担
し
、
そ
の
運
営
は
労
使
が

対
等
の
立
場
で
あ
た
り
ま
す
。

財
形
裏
金
は
、
事
業
主
か
ら
拠
出
さ

れ
た
資
金
を
、
取
扱
い
金
融
機
関
で
運

用
し
、
七
年
後
に
は
積
立
金
や
利
子
を

〆
基
金
給
付
金
と
し
て
、
加
入
者
に
支
給

し
ま
す
。

な
お
、
財
形
基
金
を
拠
出
し
た
中
小

企
業
主
に
は
助
成
措
置
が
行
わ
れ
、
さ

ら
に
財
形
基
金
に
対
し
て
も
設
立
奨
励

金
と
し
て
一
ニ
十
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

す。

財
形
進
学
融
資
制
度

財
形
貯
蓄
を
行
っ
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
が
、
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大

学
な
ど
に
進
学
す
る
場
合
、
入
学
金
や

授
業
料
を
貸
し
付
け
ま
す
。

条
件
は
、
貸
し
付
け
額
が
財
形
貯
蓄

残
高
の
三
倍
相
当
額
で
三
百
万
円
が
限

度
で
、
五
年
以
内
に
元
利
均
等
毎
月
返

済
か
ボ
ー
ナ
ス
払
い
併
用
で
返
済
し
ま

す。
貸
付
方
法
は
銀
行
な
ど
各
金
融
機
関

を
窓
口
と
し
て
、
雇
用
促
進
事
業
団
が

行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
金
融
機
関

か
、
都
道
府
県
の
労
働
基
準
局
賃
金
課

に
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

福
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
県
内
一

O
O
ヶ
所
を
指
定
し
て
、
詳

細
な
民
俗
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

我
が
玉
川
村
で
は
山
小
屋
部
落
が
そ

の
対
象
地
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
調
査
員
と
し
て
岩
谷
浩

光
氏
が
県
の
委
嘱
を
う
け
て
二
月
末
日

ま
で
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
山
小
屋
部
遊
民

の
方
々
の
格
段
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す。
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み
な
さ
ん
の
中

に
も
、
盗
難
に
あ

っ
た
経
験
を
お
持

ち
の
方
が
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
転
車
の
盗

難
は
全
国
的
に
も

増
え
続
け
、
昨
年

は
二
十
三
万
五
千

五
百
件
発
生
し
、

全
窃
盗
犯
の
約
二

二
%
を
占
め
る
あ

り
さ
ま
で
す
。

昭
和
田
十
五
年
に
は
、
十
一
万
四

千
七
百
件
で
し
た
か
ら
、
こ
の
八
年

間
で
、
自
転
車
ド
ロ
ボ
ウ
は
二
倍
以

上
も
の
庁
急
成
長
4

ぷ
り
で
す
。

発
生
場
所
で
み
る
と
、
い
ち
ば
ん

ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
が
、
路
上
へ
の

放
置
で
す
(
全
体
の
四
O
%
)
。
買

い
物
な
ど
に
出
か
け
て
「
ほ
ん
の
五

分
く
ら
い
だ
か
ら
」
と
、
ち
ょ
っ
と

止
め
て
お
く
場
合
が
、
い
ち
ば
ん
危

な
い
わ
け
で
す
。

続
い
て
、
家
の
敷
地
内
。
自
宅
だ

か
ら
と
安
心
し
て
、
カ
ギ
を
か
け
て

な
い
と
こ
ろ
を
ね
ら
わ
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
最
近
で
は
、
駅
の
構
内

と
、
広
場
、
銀
行
、
ス
ー
パ
ー
マ

i
ケ

ッ
卜
な
ど
人
混
み
の
多
い
と
こ
ろ
が
、

自
転
車
ド
ロ
ボ
ウ
の
活
動
の
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
自

駅
前
広
場
や
公
園
巳
は
、
通
勤
・
通
学
・

レ
ジ
ャ
ー
用
の
自
転
車
ガ
ギ
ツ
シ
リ
。

白
一
転
車
の
便
利
さ
が
見
宣
さ
れ
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
保
育
台
数
は
増
え
続
け
、

い
ま
全
冨
で
約
四
干
七
百
五
十
万
台
、
乗

用
車
の
約
一
一
一
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
、
、
』

〆
と
こ
ろ
で
、
自
転
車
台
数
に
此
例
し
て
増
え
て
い

る
の
が
、
自
転
車
の
盗
難
で
す
。
十
一
白
か
ら
二
十

日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
ガ
行
わ
れ
ま
す

が
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
あ
な
だ
の
H

足
H

を
守
る
だ
め
に
、
自
転
車
の
盗
難
防
正
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

5 

自
転
車
の
盗
難

防
止
は
、
ど
ん
な

点
に
注
意
を
し
た

ら
よ
い
の
か
|
|
。

マ
ま
ず
乗
り
逃
げ

を
国
難
に
す
る
こ

と
で
す
。

さ
し
こ
み
錠
で

車
輪
を
回
ら
な
く

す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
チ

ェ
ー
ン
錠
か
ワ
イ

ヤ
ー
錠
で
、
自
転

車
を
近
く
の
固
定
物
に
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

最
近
、
ハ
ン
ド
ル
・
ロ
ッ
ク
と
い

っ
て
、
ハ
ン
ド
ル
そ
の
も
の
を
固
定

し
て
し
ま
う
カ
ギ
の
つ
い
た
自
転
車

が
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
庁
で
も
、
こ
の
ハ
ン
ド
ル
・

ロ
ッ

ク
の
普
及
を
業
界
に
要
請
し
て

い
ま
す
が
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
。
新
車
を
購
入
さ
れ
る

と
き
は
、
こ
の
ハ
ン
ド
ル
・
づ
ッ
ク

の
つ
い
た
も
の
を
試
し
て
み
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

マ
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
自
転
車
の
後
部
に
、
目
だ
つ
よ
う

に
必
ず
住
所
と
名
前
を
書
き
ま
し
ょ

-つ。

什'[t，O/ψ 

分
の
自
転
車
の
よ
う
な
ふ
り
を
す
れ

ば
、
怪
し
ま
れ
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
自
転
車
ド
ロ
ボ
ウ
に
は

巧
妙
さ
や
計
画
性
を
持
っ
た
、
い
わ

ゆ
る
プ
ロ
の
学
習
犯
は
少
な
く
、
そ

の
八
割
ま
で
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出

来
心
に
よ
る
初
犯
者
の
乗
り
逃
げ
な

の
で
す
。

で
す
か
ら
、
わ
ず
か
の
注
意
さ
え

怠
ら
な
け
れ
ば
、
た
い
せ
つ
な
足
を

奪
わ
れ
て
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
な

く
て
す
む
の
で
す
。

犯
人
の
心
理
と
し
て
、
名
前
が
あ

る
も
の
を
盗
む
の
は
、
う
し
ろ
め
た

い
も
の
な
の
で
す
。
女
性
の
場
合
、

住
所
と
名
前
が
わ
か
る
の
は
ど
う
も

と
い
う
方
は
、
世
帯
主
の
名
前
で
も

い
い
し
、
・
機
転
を
き
か
せ
て
男
性

(
弟
な
ど
)
の
名
萌
で
も
い
い
の
で
す
。

広
島
県
で
は
、
県
警
と
防
犯
協
会

が
呼
び
か
け
て
、
こ
と
し
の
一
月
に

五
十
万
台
記
名
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
効
果
は
上
々
で
、
盗
難
防
止
に

一
役
か
っ
た
そ
う
で
す
。
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福
島
地
方
気
象
台
発
表

i
l

たまかわ

十
月
か
ら
十
一
月
は
じ
め
に
か
け
て

は
、
秋
晴
れ
の
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
十
一
月
は
冬
の
訪
れ
が

早
く
、
下
旬
に
は
強
い
季
節
風
の
吹
き

だ
し
が
あ
る
見
込
み
で
す
。

④

十

月天
気
は
ほ
ぼ
周
期
的
に
変
る
よ
う

に
な
り
、
概
し
て
、
秋
晴
れ
の
日
が

多
い
見
込
み
で
す
。
な
お
、
時
々
民、

広報

気
、
が
南
下
し
て
、
平
年
よ
り
気
温
の

低
く
な
る
期
間
が
あ
り
、
下
旬
に
は

冷
え
込
み
の
強
い
自
が
あ
っ
て
、
初

霜
の
降
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
る
で
し

ょ
う
。
月
平
均
気
温
は
、
大
体
平
年

並
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
や
少

な
め
の
見
込
み
で
す
。

@
十
一
月
前
半
は
移
動
性
高
気
圧
に
お
は
わ

四
)
か
、
最
寄
り
の
警
察
袈
(
交
通

係
〉
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

自
動
車
学
校
で
審
査
を
受
け
た
い
方

は
、
近
く
に
あ
る
福
島
県
安
全
委
員
会

指
定
の
自
動
車
学
校
に
お
た
づ
ね
下
さ

、。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
十
万
円
寄
附

東
京
精
工
株
式
会
社

こ
の
ほ
ど
、
東
京
精
工
株
式
会
社
の

戸
梶
工
場
長
が
村
長
室
を
お
と
づ
れ
、

恒
例
の
秋
の
社
員
運
動
会
が
操
業
フ
ル

回
転
の
た
め
実
施
出
来
な
く
な
り
、
毎

年
招
待
し
て
い
た
川
辺
や
、
蒜
生
、
小

高
の
高
令
者
に
申
し
わ
け
な
い
の
で
、

そ
の
か
わ
り
に
と
十
万
円
を
玉
川
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
資
金
に
し
て

下
さ
い
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

村
も
こ
の
特
志
寄
附
に
感
謝
申
し
上

げ
、
早
速
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

資
金
に
有
意
義
に
役
立
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

紙
上
を
お
か
り
し
て
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
て
、
比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
い
で

す
が
、
後
半
に
は
一
時
低
気
圧
が
発

達
し
て
、
天
気
が
大
き
く
崩
れ
る
日

が
あ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
大
陸
の
高
気
圧
が
発
達
し

て
、
季
節
風
の
吹
き
出
し
が
あ
り
、

会
津
地
方
で
は
し
ぐ
れ
や
す
く
、
下

旬
に
は
初
雪
の
降
る
と
こ
ろ
が
多
く

な
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
み
か
、

や
や
低
め
、
降
水
量
は
会
津
地
方
で

平
年
並
み
か
や
や
多
く
、
中
通
り
地

方
や
、
浜
通
り
地
方
で
は
平
年
並
か

や
や
少
な
め
の
見
込
み
で
す
。

.._.._.._.._..ー.._.._.._..ー..-.._.._.._..一"一"一"一時一回一..-.._..ー"一"一.._..-..-..ー"一・・一日一同一.._.._.._.._..._

立
問
必

<一口医学>

ウシュ

注の

卵巣ノ

細
胞
が
勝
手
気
ま
ま
に
増
強
し
て

大
き
な
塊
に
な
っ
た
も
の
が
シ
ュ
ヨ

ウ
〈
腫
湯
)
で
す
。
こ
れ
に
は
良
性

と
悪
性
、
が
あ
り
、
ガ
ン
は
悪
性
の
シ

ュ
ヨ
ウ
で
す
。
良
性
の
う
ち
、
塊
の

中
身
が
う
つ
ろ
で
、
中
に
液
体
が
た

ま
っ
て
い
る
状
態
の
も
の
を
ノ
ウ
シ

ュ
、
固
形
物
の
組
織
で
満
た
さ
れ
て

い
る
も
の
を
充
実
性
シ
ュ
ヨ
ウ
と
呼

び
ま
す
。

卵
巣
ノ
ウ
シ
ュ
は
、
子
供
か
ら
若

い
人
、
中
年
以
後
と
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
の
女
性
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
原
因

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
ガ
ン
に

変
化
す
る
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

欧
米
で
は
H

沈
黙
の
病
気
H

と
も

い
う
よ
う
に
、
初
期
に
は
ま
っ
た
く

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ュ
ヨ
り
が

リ
ン
ゴ
大
か
ら
子
ど
も
の
頭
大
に
な

っ
て
、
下
腹
部
の
張
り
や
政
い
し
こ

り
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
か
し
い
、
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

診
察
を
受
け
る
こ
と
。
で
き
れ
ば
、

年
一
回
の
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
る

時
、
卵
巣
シ
ュ
ヨ
ウ
の
有
無
を
調
べ

て
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一.._.._..一回一1'_"_"ー..ー"一..一“一..一"一..一“一“一..一“一..一“一“一.._.._..一・ー"一..ー由一"一.._..ー，・・ー.._..ー“一町一岨



わまかた

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
保
険
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
、
八
つ

の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
目
的
は
、
歳
を
と
っ
た

り
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
生
計
の
中

心
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
年
金
を
支

給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
国
が
給
対
震
の
一
部
や
事

務
費
な
ど
を
負
担
一土
石
v
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
国
民
年
金
は
、
農
林
漁

業
、
商
工
業
や
サ

j
一ピ
マス
業
な
ど
の
自

営
業
者
、
自
由
業
者
と
そ
の
家
族
及
び

五
人
未
満
の
事
業
所
の
従
業
員
と
そ
の
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家
族
を
加
入
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
ニ
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
問
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な

ど
は
、
任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
の

種
類
は
、
地
の
制
度
よ
り
多
く
、
老
齢

年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
の
七
つ
が
あ
り
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
老
齢
年
金

〈
二
十
五
年
納
付
の
場
合
〉
は
、
四
五

五
、
一

O
O円
、
障
害
年
金
(
二
級
の

場
合
〉
と
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
(
い
ず
れ
も
子
等
が
一
人
の

場
合
)
は
、
四
六
二
、

一

G
O
円

で

す
。
こ
の
年
金
額
は
p

物
価
の
上
昇
に
応

じ
て
引
上
げ
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
将
来
目
減
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
で
一

カ
月
二
、
七
三

O
円
で
す
。
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
免
除

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
加
入
者
は
、
二
、

七

O
O万
人
を
超
え
、
受
給
者
は
、
四

五

O
万
人
を
上
回
わ
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
た
め
の
制

度
で
す
。
み
ん
な
の
力
で
さ
ら
に
大
き

く
育
て
ま
し
ょ
ギ
J
O

Je-----m---E・・・・・・・・圃個-

し 勉らてたたが中 ;過全館 ，前横の日度
、私強れき 。時数民日見正三\で~ }，城六文にの玉
こはにるてまの多呂汚併合;らじら;跡 ケ 化実文 ;!I
度昨なこ、だ感く本のめ:主 主観財施化村
の年りと(始激出史先主均す感三音をさ財公
見もまがなめはての今指工不くふ恵三'山主れめ民
学文したるてまき時でだでfりtミ銘~磨とまくや館
を化たびほ耳たて間言葉3こさもイ 碑t 崖ししり'に
通財。たどに格、で師ま};充供ョヱたがよ
じめ び)す別そ習のむJ突、;石養見。去る
、くー あとるのれつ方寸塔学白る
我り り感言もをたり λo}-::":Jl町子姿し河九五
々に ー 、心葉の目と説: 中 J了の群、市月十
の参 大さもでにこ明 日1資 ュ、泉方十三
有i加 変せでししろの を料自崎部七年

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

市
町
村
民
税
に
係
る
所
得
割
額
の
な
い

受
給
者
に
つ
い
て
児
童
手
当
の
月
額
が

昭
和
五
十
三
年
十
月
分
以
降
算
定
基
礎

児
童
一
人
に
つ
き
五
千
円
か
ら
六
千
円

に
な
り
ま
す
。

務
川
医
院
の
と
こ
ろ
、

矢
吹
正
幸
医
院
に
変
更

。
十
月
十
五
日
矢
吹
正
幸
医
践
の
と

こ
ろ
、
務
川
医
院
に
変

更
し
ま
す
(
石
川
町
〉

O
十
月
八
日

---E・E・-==---EE

先
が
残
し
て
く
れ
た
身
近
な
と
こ
ろ
に

あ
る
、
貴
重
な
遺
産
の
理
解
を
深
め
、

そ
し
て
保
存
の
必
要
性
が
い
か
に
大
事

か
と
い

5
こ
と
を
強
ミ
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
高
令
者
が
多

ι仰
っ
た
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
方
が
熱

心
に
t

講
師
の
お
話
し
に
耳
を
傾
け
て
お

ら
れ
た
こ
と
に
は
心
か
ら
敬
服
し
ま
し

E
R

』

O
J
伽

最
後
に
こ
う
し
た
行
事
は
自
分
自
身

の
理
解
や
、
知
識
な
ど
を
高
め
る
の
に

最
高
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
公

民
館
の
恒
例
行
事
と
し
て
継
続
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
'。
と
同
時
に
、
若

い
方
々
が
自
主
的
に
こ
う
ゅ
う
行
事
に

参
加
す
る
態
度
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。

読者の秋
公
民
館
図
書
室
に
次
の
新
刊
が
入

り
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
と
バ
ッ
ト

小
説
銀
行
管
理

ニ
O
三
九
年
の
真
実

赤
毛
の
サ
ウ
ス
ポ
ー

隆
元
の
は
だ
か
交
友
録

木
村
王
国
の
崩
壊

崩
壊
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
安
宅
産
業

暗
殺
チ

l
ム

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

赤
ん
坊
の
生
ま
れ
な
い
日

誰
も
か
か
な
か
っ
た
ソ
連

土
俵
わ
が
青
春

砂
の
音
は
と
う
さ
ん
の
声

ー
あ
る
野
う
さ
ぎ
の
物
語

ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ

人
類
誕
生
の
な
ぞ
を
さ
ぐ
る

ゲ
ン
コ
ツ
お
や
じ
教
育
論

腐
触
の
構
造

ぼ
く
の
大
好
き
な
青
髭

さ
よ
な
ら
快
保
黒
頭
巾

青
春
放
浪

凍

河

尾
瀬
に
死
す

幻
の
さ
さ
や
き

イ
リ
ュ
l
ジ
ョ
ン
、
他

な
お
、
須
釜
公
民
館
に
も
近
々
図

書
が
入
る
予
定
で
す
。
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盛会記った

家
」
祝
金
、
年
金
の
授

ぢ
昼
食
、
ア
ト
ラ
ク

川
弘
、1
・村
か
ら
記
念
品
や

紅
白
鰻
頭
定
£
沌
に
い
た
だ
い
た
お
寿

司
を
食
べ
な
が
ら
懐
旧
談
に
花
を
咲
か

せ
た
り
、
お
祝
の
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

談
笑

L
つ
つ
、
泉
、
須
釜
、
両
婦
人
会

の
会
員
に
よ
る
八
木
節
な
ど
十
数
曲
の

踊
り
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、

最
後
に
は
婦
入
会
員
と
老
人
が
輪
に
な

っ
て
盆
踊
り
で
腰
を
の
ば
し
、
に
ぎ
、や

か
な
一
日
を
過
ご
し
、
ぎ
た
来
年
も
会

お
う
と
元
気
に
お
開
き
と
?
な
り
ま
し

た
o
'

』

F
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
踊
り
f

:三:.t~?~å:$~~æ.g.~:~;多摩:事栄誉鋒表tJj/~委主:賢建零:容を~~~~l~:::;.f!~J
~.~:;::;(:.::;::.:::~::~:.予:防注射:η実施応:ヲド;.~~:J:，;.;:9.;，}:?:.川辺;ヌ

予防注射手数料 650門

注射済票交付手数料 300門

音犬登録(年 1同〉

狂犬病予防注射(年 2!TIl) 

必ず受けましょう。

2

に

第

程

び

ぃ日

及

の
録
俳記
登
示
犬
。を

畜

射

、宇

の

注

ま

料

角度

防

5L

数

年

予

致

金

手

臼

病

施

録

和

犬

実

，登

昭

狂

り

料

回

よ

2，000丹

10月16日(月〉 10月 18日(水〉

川辺公民館前 1|11前0-30~9判
四辻、分校ス一、口 午別

9 .30，.....， 9 .35 

吉集 i荷所前 20.........10.30 河平真野目裕雄宅前 10.05"-'10.10 

玉川村役場前 11.20ャ 11.30 狸穴石井貞二宅前 10.20，.....，10.30 

郷駅 午後 青井沢集荷所 10.50.......11.0。泉 別第 2倉庫能 1 .00""' 1 .15 .'> 

岩法寺公民館前 1 .50~ 2.00 山小屋公民揺前 11.20，.....， 11.30 

竜崎公民館前 2 . 30'"" 2 . 40 須釜支所前 午1後.00""'" 1 .20 

蒜生公民館前 3 . 20""'" 3 . 30 南宿集荷所前 2 .00""' 2.10 

須釜児童館前 2.50""' 3 .00 

-==
========-2=====-=========-mEE--=======』回
目====z=====--mp==========--Em--==-H==-mmM-zzz==-z-m
四四回-EM--wm回目目白山==回目=====四回目白町田"=Em--2回田町田-====-=目mmEZ==============---mEz--EZ-2-z-=====-=-a"田岡田園-ER---====-=駒田自周回mmmm-zz==-======-=======-2--====-=2zzzzz===m''

No. 146 たまかわ

昭
和
五
十
四
年
度
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
候
補
者
初
級

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一

、

職

務

消

防

業

務

全

般

ニ
、
募
集
人
員
若
干
名

三
、
受
験
資
格

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
六
年
三
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
男
挫
で
1

高
校
卒
業
以
上
担
孝
一歴

話

な

を
有
す
る
も
の
又
は
昭
和
五
ず
回
中

三
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
お
お
む
ね

身
長
一
、
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上
、
胸

囲
は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
視
力

は
両
限
と
も
裸
眼
で

O
、
一
二
以
上
で

色
神
正
常
で
あ
る
も
の
。

回
、
試
験
の
方
法
及
び
内
容

付
第
一
次
試
験

高
校
卒
業
程
度
で
次
の
科
目
に
つ

い
て
、
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
を

行
な
じ
，ま
す
Ji

一ぜ
会
、
一
国
語
、
¥
J

数
学
外
英
語
、
作
文

適
性
検
査
は
、
反
復
横
と
び
、
兎
直

と
び
九
握
力
、

-ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ

ル
、
五

O
米
走
を
行
な
い
ま
す
。

。
第
二
次
試
験

ア
、
口
述
試
験

千
、
身
体
検
査

局
身
上
等
の
調
査

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
行

な
い
ま
す
。

玉
、
試
験
期
目
、
場
所
及
び
合
格
発
表

①
第
一
次
試
験

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

〈
火
〉
午
前
八
時
一
ニ
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で

場
所
須
賀
川
市
体
育
館
(
須
賀

川
市
ι

八
幡
町
二
二
五
番
地
〉

②
第
二
次
試
験

昭
和
五
十
三
年
十
三
月
上
旬
予
定

場
所
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本

部
(
須
賀
川
市
大
字
西
川
字
丸
田
九

十
番
地
〉

③
合
格
者
発
表

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。
最
終
発

表
は
昭
和
五
十
四
年
一
月
中
旬
予
定

六

、

待

遇

給

与

、

高

卒

七

七

、

一

O
O円

短
大
卒
八
二
、
一

O
O円

大
学
卒
八
八
、

0
0
0円

そ
の
他
、
諸
手
当
、
被
服
が
支
給

さ
れ
ま
す
、

七
、
受
験
坤
込
書
の
請
求

玉
川
付
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す

八
、
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
正
確
に
記
入
し
て
須

賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課
に

提
出
し
、
受
験
票
を
受
領
し
て
下
さ

九
、
受
付
期
間

昭
和
五
十
三
年
十
月
一
一
日
(
月
〉

か
ら
附
和
五
十
三
年
十
月
三
十
一
日

ハ
火
〉
ま
で
。

郵
送
に
よ
る
申
、
込
み
は
、
十
月
三

十
一
日
ま
で
の
消
印
が
あ
れ
ば
有
効

で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
消
防
本
部
又
は
、

役
場
総
務
課
に
お
た
づ
ね
下
さ
い
。
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遺伝と結婚についての
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相談開設について

公
立
岩
瀬
病
院
産
婦
人
科
科
長
、
小

林
昇
先
生
が
、
こ
の
た
び
社
屈
法
人

一
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

日
本
家
族
計
間
協
会
か
ら
遺
伝
(
相
談

員
〉
の
資
格
を
得
て
新
し
い
医
学
と
退

伝
学
の
知
識
を
も
と
に
血
族
関
係
や
配

偶
者
叉
は
婚
約
者
に
異
常
な
病
気
が
あ

っ
て
例
の
よ
う
な
遺
伝
の
問
題
で
お
悩

み
の
方
々
を
対
象
に
毎
月
第
4
火
曜
日

に
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

門
例
】1
、
血
族
関
係
の
も
っ
て
い
る
病
気

は
遺
伝
的
な
も
の
で
し
ょ
う
か
0

2
、
遺
伝
性
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
与
か
。

9 

3
、
将
来
自
分
あ
る
い
は
血
族
の
も

と
に
芯
ん
な
遺
伝
的
な
問
題
が
超

る
v

で
し
ょ
う
か
。

4
、
ぷ

一広
起
こ
る
ど
す

A
hT
自
分
の

子
供
に
そ
の
異
常
や
病
気
込
ど
の

位
の
割
合
(
危
険
率
〉
で
起
る
で

し
ょ
う
か
。

5
、
そ
れ
は
生
れ
る
前
に
は
診
断
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

6
、
近
親
婚
(
血
族
結
婚
〉
を
す
る

と
ど
う
い
う
遺
伝
的
な
影
響
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

遺
伝
と
結
婚
の
椙
談
申
し
込
み

遺
倍
と
結
婚
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

た
い
方
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

ー
、
申
し
込
む
前
に
問
題
の
異
常
や

疾
患
に
つ
い
て
医
師
の
診
断
を
受

け
正
し
い
診
断
又
は
症
状
な
ど
を

明
ら
か
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
0

2
、
異
常
や
病
気
の
あ
る
人
と
相
談

を
受
け
る
人
と
の
血
族
関
係
を
特

に
明
確
に
し
て
下
さ
い
。

3
、
遺
伝
相
談
は
予
約
制
で
す
か
ら

公
立
岩
瀬
病
院
医
事
諜
宛
申
し
込

み
予
約
し
て
下
さ
い
。

4
、
椙
談
日
は
毎
月
第
四
火
曜
日
午

後
一
時
三
十
分
J
二
時
三
十
分
迄

で
す
の
で
早
め
に
お
申
し
込
み
下

巳
伊
、
ナ
、
"
。

，
c
、LV

5
、
詳
細
に
つ
い
て
は
公
立
岩
瀬
病

院
医
事
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

相
談
料
に
つ
い
て

ー
、
基
本
診
断
料
は
、
二
、

0
0
0

円
で
す
が
特
殊
な
調
究
や
検
査
等

が
必
要
な
場
合
は
相
談
料
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

2
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

等
事
清
に
よ
っ
て
は
相
談
料
の
減
免
の

措
置
も
あ
り
ま
す
。

U
1
J
、〈
J

、31
・J
、s-
}
ミ
{
1
3
f
・s
t
・-
f
E《
J
i
-
-
e
t
I
f
-
-
'
1
.
r
・E
r
i
-
-
Z
E
r
-
-
、‘t
r
.
-
J
1
5
-
2
1
E
・E
・〈
ZZE--
、ZE--et
・g
・-・
1
3
1
3
1
3三

'
j
:
ド

A
I

、

1
v、
つ

い

で

相

手

方

両

須

釜

村

に

対

し

て

~

近

佐

版

点

と

績

⑦

同

様

の

質

問

が

あ

っ

た

o

答
、
こ
の
か
ぶ
せ
絵
図
面
に
つ
い
て
申
山

境

界

争

い

さ

ま

ざ

ま

し

上

げ

ま

す

、

原

告

山

小

屋

村

の

絵

…
図
面
は
偽
わ
っ
て
作
製
し
て
あ
る
の
~

岩

谷

浩

光

誌

で

信

用

い

た

し

か

ね

ま

す

o

三
か
村
の
境
界
に
は
塚
が
あ
り
、
帯

~
問
、
然
ら
ば
土
地
台
帳
を
提
出
せ
よ
せ
絵
一
凶
面
を
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
須
釜
村
の
境
界
は
、
こ
の
塚
か
ら
南
…

と
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
山
小
屋
村
に
な
っ
た
o

へ
引
通
し
、
峯
通
が
境
塚
と
な
り
ま
内

で

は

早

速

土

地

台

帳

を

取

り

出

し

そ

の

結

果

三

月

二

十

三

日

ま

で

に

す
o

特
に
境
木
な
ど
も
あ
っ
て
極
め
内

て
役
人
に
提
出
し
た
o

同

時

に

か

は

出

来

上

が

る

と

い

う

こ

と

な

の

て

は

っ

き

り

し

て

居

り

ま

す

。

，

ね
て
か
ら
持
参
し
て
い
た
絵
図
面
で
、
そ
の
節
は
双
方
が
立
合
っ
た
上
南
須
釜
村
の
土
地
台
帳
に
記
入
さ
ん

を
も
影
町
し
た
O
J

人

で
確
認
し
た
い
旨
を
絵
図
師
に
要
望
れ
て
い
る
字
わ
せ
わ
ら
び
と
称
す
ム

れと

こ

ろ

が

、

南

北

一

昨

須

釜

村

で

し

て

お

い

た

。

る

畑

は

、

六

年

以

前

よ

り

山

小

屋

村

一

も
絵
図
面
を
持
参
じ
て
い
た
の
で
こ
れ
に
対
し
て
絵
歯
師
か
ら
は
、
へ
あ
づ
け
て
お
い
た
も
の
で
す
が
、

す
ぐ
さ
ま
役
人
に
提
也
じ
て
真
相
い
づ
れ
地
元
の
宿
所
で
立
合
っ
て
見
昨
年
春
に
な
っ
て
取
り
戻
し
た
も
の
山

解
明
に
資
せ
ん

ιじ
た
ν
わ
け
で
あ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
で
す
と
答
弁
し
た
o

一

こ
こ
で
役
人
か
ら
「
土
地
台
帳
を

J

右
汗

r

-一・

翌
二
十
四
日
、
双
方
か
ら
宿
所
に
あ

ど
じ
，か
が
評
定
所
役
人
か
ら
、
て
ら
れ
た
南
須
釜
村
の
幸
手
屋
次
郎
提
出
」
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
~

こ
の
よ
う
な
絵
図
面
寸
は
不
充
分
兵
衛
の
所
で
詳
細
に
わ
た
る
検
討
を
で
、
南
須
釜
村
で
は
早
速
土
地
台
帳
ん

で
あ
る
o

u

、

仔

な

っ

た

結

果

、

相

違

が

な

い

こ

と

を

提

出

し

た

。

〉

双

方

で

持

参

し

た

こ

の

絵

図

二

枚

を

認

め

た

の

で

、

当

事

者

双

方

の

捺

ハ

つ

づ

く

)

てい
だ

当

事

者

双

方

が

立

合

い

の

上

、

印

を

す

ま

せ

、

そ

の

絵

図

面

を

封

印

円

か
ぶ
せ
絵
図
面
を
作
り
提
出
せ
よ
し
た
上
で
、
同
日
半
速
小
幡
山
城
守

-町

と

の

指

示

を

受

け

た

。

様

の

御

屋

敷

へ

御

呼

び

出

し

を

受

け

~

そ
こ
で
山
小
屋
村
と
南
北
両
須
た
の
で
す
ぐ
さ
ま
参
上
し
た
と
こ

釜
村
の
双
方
か
ら
、
右
の
絵
図
面
ろ
、
絵
図
の
封
印
を
切
っ
て
御
覧
に

を

差

戻

し

て

頂

き

た

い

旨

を

ね

が

な

っ

た

上

で

ま

ず

山

小

屋

村

に

対

し

い

っ
た
と
こ
ろ
、
か
ぶ
せ
絵
図
面
に
て
取
調
べ
が
始
ま
っ
た

o

i

l

-

〉

は

こ

の

二

枚

の

絵

図

面

を

も

添

え

川

、

切

り

荒

ら

さ

れ

た

畑

、

立

木

が

伐

・

・

-
Jぃド

て

差

し

出

す

よ

う

に

と

の

指

示

が

り

倒

さ

れ

た

場

所

及

び

境

界

は

ど

こ

・

・

・

Em山川

あ

っ

た

の

で

、

双

方

共

そ

の

こ

と

な

の

か

、

と

の

ど

質

問

で

あ

っ

た

。

圃

-

.

，

E
刷
門

• 

• 

を

承

知

し

た

旨

の

一

札

を

差

し

入

山

小

屋

村

で

は

、

・

・

・

圃

-

軒

、

れ
て
絵
凶
加
の
い
忠
良
を
受
け
た
。
答
、
今
ま
で
阿
須
家
村
が
偽
わ
り
を
述

a... ，L
j
 

a--------E
・・12、.、

い

O
一
一
万
十
三
日
、
山
小
屋
村
所
持
の
べ
て
い
る
境
界
に
は
栗
柳
の
木
等
が

4
・
・
・
阻

t
v‘

絵
関
面
を
受
取
っ
た
市
須
釜
村
で
あ
り
、
細
い
道
が
あ
っ
主
間
違
い
あ

:
i
1
1

は
、
江
戸
神
田
佐
久
間
町
の
絵
閃
り
ま
せ
ん
、
境
界
は
き
わ
め
て
明
白

部

樋

ロ

ロ

庄

小

批

判

六

に

依

頼

し

て

か

ぶ

で

あ

り

ま

す

、

と

符

弁

し

た

。

へ

f

t

t
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…

一

三

五

一

一

地

宅

建

物

志

一

売

り

常

だ

い

ぶ

き

の

引

税

一

全

日

一

昭和53年 10月1日

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡

所
得
に
か
か
る
税
金
は
、
他
の
所
得
と

分
離
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
譲
渡
所
得
は

縦
揺
思
題

i
(長
駐
甑
十
鱗
挺
甑

民〉

H

鱗
脳
出
盗
殺

の
算
式
で
計
算
し
ま
す
が
、
譲
渡
し
た

土
地
や
建
物
を
い
つ
か
ら
持
っ
て
い
た

が
に
ー
ょ
っ
で
、
長
期
と
短
期
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
法
で
税
額
を
計

算
し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
昭
和
四
十
三

年
以
前
に
取
得
し
た
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
の
譲
渡
所
得
を
い
い
、
特
別

控
除
額
と
し
て
、
通
常
の
場
合
一
。
。

万
四
を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

短
期
譲
渡
所
得
と
は
、
昭
和
四
十
四

年
以
降
に
取
得
し
た
土
地
や
建
物
を
売

d
む
を
き
の
譲
渡
所
得
を
い
い
、
長
期

譲
拡
所
得

m
m
U
5な
一
。
。
万
一
刊
の
特

訓
控
除
は
あ
り
豆
、
せ
ん
o

《
な
い
お
、
自
a

分
の
住
ん
で
い
る
建
物
や

そ
の
敷
地
を
収
用
な
ど
の
よ
う
に
特
殊

な
譲
渡
の
場
合
、
特
別
控
除
額
が
違
い

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

No. 146 たまかわ

須
釜
ク
ラ
ブ

連
続
優
勝

広報

王
川
村
体
育
協
会
、
玉
川
村
野
球
協

会
主
催
の
第
二
自
体
協
杯
争
奪
野
球
大

会
が
、
九
月
十
七
日
、
須
釜
小
、
泉
中

両
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
十

一
一
フ
ァ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
須
釜
グ
ラ
ブ
、
準
優
勝
泉
郷
グ

ラ
ブ
、
第
一
二
位
東
京
精
工
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
楯
が
、
ま
た
参
加

チ

l
ム
に
参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦

東

京

精

エ

ワ
イ
ル
ド
キ

ヤ

ツ

ツ

泉
郷
ク
ラ
ブ

ピ
ッ
ク
イ

i

グ
ル
ス

ナ

チ

ニ
回
戦

東

京

精

工

須
釜
グ
ラ
ブ

泉
郷
ク
ラ
ブ

ナ

チ

準
決
勝

須
釜
ク
ラ
ブ

泉
郷
グ
ラ
ブ

決

勝

須
釜
グ
ラ
ブ

11 

4 

同

h
d
'
1
5
4
4ム

不
戦
勝
mu--

フ、

τ
i
t
t
a
n
u
 

奥

野

電

気

ド
リ
シ
カ
ー

ズ中

根

精

工

玉
川
村
役
場

須
釜
フ
ァ
イ

タ

l
ズ

大
寺
グ
ラ
ブ

ワ
イ
ル
ド
キ

ヤ

ツ

ツ

ピ
ッ
ク
イ
i

グ
ル
ス

青
葉
グ
ラ
ブ

東

京

精

工

ナ

チ

ス

泉
郷
ク
ラ
ブ

2
1
1・
0

10 

0 

4
1
1
1
 

ス

ヴ

4
1
1
1

巧

4
S
E
e
n
u

6
1
2
 

q
b
'
i
E
'
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花
い
っ
ぱ
い
運
動

小
高
の
車
問
源
喜
さ
ん

郵
便
局
へ
花
だ
ん
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

郵
便
局
の
玄
関
は
お
役
所
的
で
殺
風

景
な
の
で
コ
花
だ
ん
を
作
り
、
き
れ
い

な
花
を
い
っ
ぱ
い
一
咲
か
せ
て
や
ろ
う

と
、
一
克
局
員
の
車
田
源
喜
さ
ん
〈
七
十

三
才
〉
が
、
一
ニ
月
頃
か
ら
局
前
に
花
だ

ん
作
り
を
始
め
ま
し
た
、
肥
料
を
や

り
、
鍾
子
を
蒔
き
、
球
根
を
移
植
し
、

水
を
や
っ
た
り
、
雑
草
を
取
っ
た
り
、

暑
い
夏
の
太
陽
の
下
で
汗
を
流
し
、
心

を
こ
め
て
花
だ
ん
の
手
入
を
し
た
の

が
、
花
に
も
心
が
通
じ
た
の
か
、
サ
ル

ビ
ア
、
け
い
と
う
、
百
日
草
、
マ
ツ
バ

ボ
タ
ン
、
な
ど
色
・
と
り
ど
り
の
美
し
い

花
が
、
み
ご
と
に
咲
き
、
郵
便
局
を
訪

れ
る
、
お
客
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
、
ま
た
局
前
の
バ
ス
停
で
パ
ス
を

待
つ
人
達
も
美
し
い
花
に
見
と
れ
て
い

る
風
景
も
見
ら
れ
、
車
田
さ
ん
の
善
行

が
み
ん
な
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま

す。
車
田
さ
ん
は
永
い
関
川
辺
局
に
勤
め

て
い
ま
し
た
が
、
十
年
前
に
停
年
退
職

し
、
退
職
後
は
、
部
落
の
区
長
さ
ん
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
を
や
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
八
花
い
っ
ぱ
い
運
動
〉
の

推
進
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
車
田
さ
ん
も
そ
の
名
の
還
り
元
気

ハ
源
喜
さ
ん
〉
で
毎
日
の
よ
う
に
花
だ

ん
の
手
入
を
し
て
お
り
、
山
川
辺
局
の
職

員
も
先
輩
の
善
意
に
感
謝
し
な
が
ら
一

緒
に
な
っ
て
花
だ
ん
の
手
入
に
は
げ
ん

で
い
る
風
景
も
見
ら
れ
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
も
大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ハ
川
辺
局
〉

問

R
公
民
館
関
係
行
事
予
定

川
辺
小
運
動
会

竜
崎
ひ
ら
鍬
踊
り
録
画

大

松

監

督

講

演

会

体

育

館

あ
づ
ま
号
来
館
玉
別
村
公
民
館

須
釜
公
民
館

4
日

1
6
日
老
人
ク
ラ
ブ
研
修
旅
行

(
宮
城
県
小
原
温
泉
〉

6
日
習
字
教
室
ハ
須
釜
公
民
館
〉

η

川
辺
婦
人
コ
ー
ラ
ス

8
日
村
民
体
育
祭

η

県
青
年
大
会
(
表
郷
〉

ロ
日
高
令
者
学
級

日
日
!
日
昨
日
市
町
村
社
会
教
育
主
事

等
研
修
〈
県
婦
人
会
館
〉

弘
日
松
竹
大
歌
舞
伎
(
文
化
セ
ン
タ

i
〉

回
目
J
口
日
公
民
館
管
理
運
営
研
究

協
議
会
ハ
県
婦
人
会
館
〉

体
育
の

E
行
事
実
施
状
況
報
告

1 
日
3 
日
4 
日" 

19 
日

羽
田
家
庭
教
夏
子
級
ハ
玉
一
小
〉

初
日
習
字
教
室
(
須
釜
公
民
館
〉

幻
自
婦
人
学
級

η

社
教
定
例
研
修
会

幻
自
体
協
ソ
フ
ト
ボ
一一下
ル
大
会

引昨日

l
お

E

体
育
指
導
員
研
修
会

初
自

i
紅
自
県
婦
火
学
級
生
県
大
会

ハ
京
町
市
〉

お
竜岩小蒜 )11地

"法"
崎寺高生 辺区

北岩

ν須法 11

釜寺

四
辻
新
田

お
地岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜 ※

毎
週
金
曜
一
氏
滞
v

体
育
館
開
放
日

で
す
。

め

た

で

(
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

" 

出
生
克
氏
名
保
護
者
名

佐

藤

愛

子

子

一

関

根

誠

照

雄

曲

山

和

江

正

一

車

田

貴

洋

清

利

橋

本

典

夫

雄

次

鈴

木

智

恵

忠

雄

芯

井

勇

寿

清

春

小

林

弓

子

伸

一

森

島

則

隆

太

郎

草

野

敏

史

義

一

房

矢

吹

美

幸

美

草

野

旭

美

榊

枝

淳

徳

鈴

木

裕

也

正金
徹

く

や

み

ハ
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

区

死
亡
者
氏
名

世
帯

年
令
主
名

灼

良

照

田

勝

男

加

政

一

大
竹
キ
グ
イ

円

谷

一

成

渡

辺

政

雄




